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地区ロータリー財団セミナーの手引き
 セッションの概要：人道的補助金
研修目的

本セッション終了後、参加者に期待されること
•
マッチング・グラントの指針を知る。
•
地区補助金の基準を理解する。
•
マッチング・グラントと地区補助金の資金源の違いを理解する。
オンラインのリソース

補助金プログラムの概要と関連資料は、www.rotary.org（「奉仕と親睦」→「プロジェクトの資金調達」→「人道的補助金プログラムについて」)でご覧いただけます。
地区独自の情報

以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
•
マッチング・グラントや地区補助金を活用した地区内クラブの活動の写真を挿入する。
•
前年度に地区が実施した補助金活動の数を伝える。
•
地区の補助金小委員長の連絡先を挿入する。
•
地区財団活動資金（DDF）の利用可能額と申請締切日を伝える。
話の要点

•
このセッションでは、マッチング・グラントと地区補助金の概要を説明します。
•
マッチング・グラントは、ロータリー・クラブと地区が世界各地で実施する国際的な人道奉仕プロジェクトを支援するものです。プロジェクト実施国のクラブ／地区と実施国外（援助国）のクラブ／地区が協力して実施します。 

•
マッチング・グラントの授与額は5,000～200,000ドルです。DDF1ドルの寄贈に対して1ドル、現金寄付1ドルに対して50セントの上乗せ資金が、国際財団活動資金（WF）から提供されます。 

•
通常のマッチング・グラント（財団が5,000～25,000ドルを授与）と、競争性マッチング・グラント（25,001～200,000ドルを授与）の2種類があります。競争性マッチング・グラントの場合、より詳細な情報と計画が必要とされ、財団管理委員会の承認を得なければなりません。 

•
地区は7月1日から3月31日までに財団へ申請書を提出することができます。地区からの申請は3月に集中するため、手続きが迅速に進められるよう、10月から2月までに提出することをお勧めします。 

•
競争性マッチング・グラントの場合、10月／11月の管理委員会で承認を受けるには
7月1日～8月1日まで、3月／4月の管理委員会で承認を受けるには8月1日～12月15日までに、申請書を財団へ提出する必要があります（締切日は変更される可能性があります）。クラブまたは地区が25,001ドル以上のマッチング・グラントを申請する場合は、財団またはRI日本事務局財団室に直接連絡し、念のため締切日をご確認ください。
•
マッチング・グラントには以下の要件が含まれます。
−
ロータリアンが積極的に参加すること。これには資金面での援助に加え、コミュニケーション、専門知識の共有、プロジェクト実施地の訪問、プロジェクトの広報、ロータリアンとロータリー財団による奉仕活動の推進などが含まれます。

− 
地域社会の人道的ニーズに取り組むこと。

− 
財団を推進すること。

− 
マッチング・グラント授与と受諾の条件に従うこと。
•
協同提唱クラブ（または地区）は、プロジェクトを監督する委員会（委員3名）を設置しなければなりません。提唱者が協力して計画にあたり、プロジェクト期間中を通じて連絡を取り合う必要があります。
•
報告書の提出も、マッチング・グラントの重要な要件の一つです。双方の提唱者が責任を持って報告書を提出します。プロジェクトの活動状況を記した中間報告書は少なくとも12カ月ごと、成果を詳述した最終報告書はプロジェクト完了から2カ月以内に、財団へ提出する必要があります。どちらの提唱者が最終報告書の作成を取りまとめるかを決めておくことが大切です。
•
地区補助金は、地元や海外で実施される奉仕活動に活用できる比較的小規模な補助金です。
•
DDFの20パーセントまでを地区補助金として使用することができます。<<本年度にクラブが利用できるDDF額を伝えます。>>
•
<<クラブから地区への申請締切日をここに挿入してください。>> 

•
地区補助金には以下の要件があります。
− 
ニーズを直接満たすためのサービスまたは物資の購入に補助金資金を使用すること。要件を満たすかどうかについては、以下の点を検討する。 

1. 
地域社会（または現地）でこのプロジェクトが必要とされているか。
2. 
現在、この情報またはサービスが地域社会（または現地）で実際に不足しているか。そのほかのリソースを利用してニーズを満たすのは困難か。 

3. 
プロジェクトは地域の恵まれない人々を対象としているか。  
4. 
プロジェクトの受益者は誰か、また受益者の数を明確に説明できるか。 

5. 
このプロジェクトはどのようにして、地域社会に直接的な恩恵をもたらすか。
− 
ロータリアンが積極的に参加すること。
− 
受益地域社会の意向を尊重すること。
− 
地区補助金の授与と受諾の条件に従うこと。
· 地区補助金の各プロジェクトについて、以下を含む報告書を提出する必要があります。
− 
補助金の使途について詳しい説明と受益者に関する情報
− 
ロータリアンによる監督、管理、参加に関する説明
− 
支出の内訳
− 
プロジェクト提唱クラブ（または地区）のロータリアンが報告書を確認したことを示す署名
•
補助金に関するご質問は、ロータリー財団お問い合わせセンター（contact.center@rotary.org）かRI日本事務局財団室へお問い合わせください。利用可能なDDF額や補助金活動への参加方法については、地区ロータリー財団補助金小委員長にお問い合わせください。
討論のための質問

•
地元のロータリアンが地域プロジェクトの一番の達人であるのは、なぜでしょうか。
•
これまで補助金活動でどのような役割を担ったことがありますか。
•
受益社会の関与が重要なのは、なぜでしょうか。
活動例

•
小グループに分かれ、適切な協同提唱者を探す方法、および相手と連絡を保つ方法について話し合ってもらう。 
•
小グループに分かれ、補助金小委員会の責務を挙げてもらう。
•
小グループに分かれ、各自のクラブが関心のあるプロジェクトを挙げてもらう。
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